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(57)【要約】
　
【課題】従来のシールド層に編組を用いたシールドツイ
ストペアケーブルに比較して、同程度の十分なシールド
性能を有し、細径化および軽量化でき、端末加工が容易
なシールドツイストペアケーブルを提供すること。また
他の課題は、このシールドツイストペアケーブルを用い
たワイヤーハーネスを提供すること。
【解決手段】シールドツイストペアケーブル１０は、一
対のコア電線１６と少なくとも２本以上のドレイン線１
８とが撚り合わされてなるツイストペア線を有している
。ドレイン線１８は、シールドツイストペアケーブル１
０の長手方向に略垂直な断面において、一対のコア電線
１６同士が近接または隣接して形成された２カ所の凹部
２０に対向して配置されており、任意の断面において略
同一の配置となっている。また、外皮絶縁層１２と導体
箔１４とが、接着層により接着されていると良い。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号導体の周りが絶縁被覆された一対のコア電線とドレイン線とが撚り合わされてなる
ツイストペア線と、前記ツイストペア線の外周を覆う導体箔と、前記導体箔の外周を覆う
外皮絶縁層とを有するシールドツイストペアケーブルであって、
　前記ツイストペア線は、少なくとも２本以上のドレイン線が撚り合わされてなることを
特徴とするシールドツイストペアケーブル。
【請求項２】
　その長手方向に略垂直な断面において、前記ドレイン線は、前記一対のコア電線同士が
近接または当接して形成された２カ所の凹部に対向して配置されており、任意の断面にお
いて略同一の配置となっていることを特徴とする請求項１に記載のシールドツイストペア
ケーブル。
【請求項３】
　前記外皮絶縁層と前記導体箔とが、接着層により接着されていることを特徴とする請求
項１または２に記載のシールドツイストペアケーブル。
【請求項４】
　車載用であることを特徴とする請求項１から３の何れかに記載のシールドツイストペア
ケーブル。
【請求項５】
　請求項１から４の何れかに記載のシールドツイストペアケーブルを含むことを特徴とす
るワイヤーハーネス。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シールドツイストペアケーブルに関し、さらに詳しくは、車載機器やＯＡ機
器、家電機器等の通信用ケーブル等に好適に用いられるシールドツイストペアケーブルに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車載機器やＯＡ機器、家電機器等の幅広い分野で、ＬＡＮ等のデジタル信号通信
に２芯平衡ケーブルとしてツイストペアケーブルが広く用いられている。ツイストペアケ
ーブルは、ツイストによる誘導起電力の打ち消しと、差動通信による同相ノイズの除去の
効果があり、一般に耐誘導ノイズ性能に優れていることが知られている。
【０００３】
　しかし、近年の電磁環境の悪化や通信の高速化を背景に、ツイストペアケーブルの周囲
にシールド層が設けられたシールドツイストペアケーブルが用いられるケースが増加して
いる。これは、外部からの電磁ノイズの遮蔽や、ツイストペア間のクロストークの防止を
目的としたものである。
【０００４】
　上記シールドツイストペアケーブルとしては、例えば、信号導体の周りが絶縁被覆され
た一対のコア電線を撚り合わせたツイストペア線の外周に、シールド層として、金属細線
を多数本編んで形成された編組を設けたものが多く用いられている。特に、電磁環境の厳
しい用途で使用される場合に好適に用いられる。
【０００５】
　また、特許文献１には、シールド層としてのアルミニウム箔を、２本のコア電線と１本
のドレイン線にそれぞれ被覆し、これらを撚り合わせたシールドツイストペアケーブルが
開示されている。
【０００６】
【特許文献１】特開平７－３２６２２９号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記編組をシールド層に用いたシールドツイストペアケーブルは、ケー
ブル径が太くなりやすく、重量が増加してしまうといった問題があった。そして、端末加
工の際にはコア電線を編組の編目から引き出す必要があり、非常に煩雑で、容易ではなか
った。
【０００８】
　また、特許文献１に記載のシールドツイストペアケーブルは、上記編組をシールド層に
用いたシールドツイストペアケーブルと比較して、細径化および軽量化が可能であるが、
シールド性能に劣るという問題があった。
【０００９】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、従来の編組を用いたシールドツイストペア
ケーブルに比較して、同程度の十分なシールド性能を有し、細径化および軽量化でき、端
末加工が容易なシールドツイストペアケーブルを提供することにある。また他の課題は、
このシールドツイストペアケーブルを用いたワイヤーハーネスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明に係るシールドツイストペアケーブルは、信号導体の
周りが絶縁被覆された一対のコア電線とドレイン線とが撚り合わされてなるツイストペア
線と、上記ツイストペア線の外周を覆う導体箔と、上記導体箔の外周を覆う外皮絶縁層と
を有するシールドツイストペアケーブルであって、上記ツイストペア線は、少なくとも２
本以上のドレイン線が撚り合わされてなることを要旨とするものである。
【００１１】
　ここで、上記シールドツイストペアケーブルの長手方向に略垂直な断面において、上記
ドレイン線は、上記一対のコア電線同士が近接または当接して形成された２カ所の凹部に
対向して配置されており、任意の断面において略同一の配置となっていることを特徴とし
ている。
【００１２】
　また、上記外皮絶縁層と上記導体箔とが、接着層により接着されていることが好ましい
。
【００１３】
　そして、上記本発明に係るシールドツイストペアケーブルは、車載用であると良い。
【００１４】
　さらに、本発明に係るワイヤーハーネスは、上記シールドツイストペアケーブルを有し
ていると良い。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るシールドツイストペアケーブルによれば、一対のコア電線に対して、少な
くとも２本以上のドレイン線が撚り合わされてなるツイストペア線を有しているため、２
芯平衡ケーブルとして差動伝送に用いられる場合には、良好なシールド性能が得られる。
【００１６】
　このとき、上記シールドツイストペアケーブルの長手方向に略垂直な断面において、上
記ドレイン線が、上記一対のコア電線同士が近接または隣接して形成された２カ所の凹部
に対向して配置されており、任意の断面において略同一の配置となっていれば、編組をシ
ールド層に用いたシールドツイストペアケーブルと同程度の十分なシールド性能が得られ
る。
【００１７】
　また、シールド層として導体箔を用いているため、従来の編組を用いたシールドツイス
トペアケーブルに比較して、細径化および軽量化することができる。
【００１８】
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　そして、上記外皮絶縁層と上記導体箔とが接着層により接着されていれば、外皮絶縁層
を剥離するときに、導体箔を外皮絶縁層に付随させて剥がすことができる。この結果、コ
ア電線やドレイン線をシールドツイストペアケーブルから容易に引き出すことができ、端
末加工を容易に行うことができる。
【００１９】
　また、本発明に係るシールドツイストペアケーブルを、車載に用いれば、シールドツイ
ストペアケーブルが多く搭載される自動車などにおいて、通信性能を損なわずに、車両の
軽量化を図ることができる。
【００２０】
　一方、本発明に係るワイヤーハーネスは、上記シールドツイストペアケーブルを有して
いるため、十分なシールド性能を得ることができるとともに、細径化および軽量化を図る
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の一実施形態について詳細に説明する。
【００２２】
　本発明に係るシールドツイストペアケーブルは、少なくとも、ツイストペア線と、ツイ
ストペア線の外周を覆う導体箔と、導体箔の外周を覆う外皮絶縁層とを有している。また
、外皮絶縁層と導体箔とは接着層により接着されていると良い。
【００２３】
　上記ツイストペア線は、一対のコア電線と少なくとも２本以上のドレイン線とが撚り合
わされてなる。
【００２４】
　上記ドレイン線の本数は、特に限定されないが、好ましくは、一対のコア電線に対して
、２本設けられていると良い。一対のコア電線に対してドレイン線が２本設けられていれ
ば、十分なシールド性能を得ることができるとともに、軽量化を図ることができるからで
ある。
【００２５】
　また、上記シールドツイストペアケーブルの長手方向に略垂直な断面において、上記ド
レイン線は、上記一対のコア電線同士が近接または当接して形成された２カ所の凹部に対
向して配置されており、任意の断面において同一の配置となっている。
【００２６】
　なお、上記ドレイン線は、上記シールドツイストペアケーブルの全長に渡って、導体箔
に接触するように配置されている。
【００２７】
　図１に、本発明の一実施形態に係るシールドツイストペアケーブルの一例を示す。
【００２８】
　図１は、シールドツイストペアケーブルを長手方向に略垂直な面で切断したときの断面
図である。シールドツイストペアケーブル１０は、一対のコア電線１６と、２本のドレイ
ン線１８とからなるツイストペア線を有している。また、このツイストペア線の外周には
、導体箔１４が設けられ、さらにこの導体箔１４の外周には、外皮絶縁層１２が設けられ
ている。
【００２９】
　ドレイン線１８は、コア電線１６が近接または隣接して形成された２カ所の凹部２０に
対向して配置されており、任意の断面において同一の配置となっている。また、ドレイン
線１８は、シールドツイストペアケーブル１０の全長に渡って、導体箔１４に接触するよ
うに配置されている。
【００３０】
　ドレイン線の材質は、導体であれば特に限定されず、例えば、軟銅、錫メッキ軟銅、銅
合金、アルミニウム、アルミニウム合金等を例示することができる。
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【００３１】
　ドレイン線の線径は、特に限定されず、コア電線の線径に合わせて、適宜変更すること
ができる。
【００３２】
　また、ドレイン線は、単線でも良く、複数本の素線からなる撚線でも良いが、好ましく
は撚線が良い。シールドツイストペアケーブル製造時に最適だからである。
【００３３】
　上記コア電線は、例えば、軟銅、錫メッキ軟銅、銅合金、アルミニウム、アルミニウム
合金等からなる導体の外周に、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリテ
トラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレ
ン共重合体（ＦＥＰ）、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル
共重合体（ＰＦＡ）などのフッ素樹脂等からなる被覆層を設けたものを例示することがで
きるが、特にこれに限定されるものではなく、任意のものを用いることができる。また、
これらの発泡層を用いることもできる。
【００３４】
　また、コア電線の導体径、絶縁厚は、特に限定されるものではなく、使用される通信規
格に応じて適宜変更することができる。
【００３５】
　上記導体箔の材料としては、例えば、銅、錫メッキ銅、銅合金、アルミニウム、アルミ
ニウム合金、鉄、ニッケル等の磁性材料、合成樹脂フィルムに金属層を形成したもの等を
例示することができるが、特にこれに限定されない。
【００３６】
　また、導体箔の厚さは、導体箔の材質や、ツイストペア線の線径などに応じて、適宜変
更することができる。必要に応じて、導体箔を複数枚重ねて使用することもできる。
【００３７】
　上記導体箔の外周に設けられる外皮絶縁層の材料としては、例えば、塩化ビニル樹脂、
フッ素樹脂、ポリエチレン、ポリプロピレン、プロピレン－エチレン共重合体などのオレ
フィン系樹脂、エチレン－プロピレンゴムやブタジエンゴムなどの樹脂に、金属水和物（
水酸化マグネシウムなど）などのノンハロゲン系難燃剤や各種添加剤を添加してなる組成
物を例示することができるが、特にこれに限定されない。
【００３８】
　また、外皮絶縁層の厚さは、特に限定されるものではなく、用途に合わせて適宜定める
ことができる。
【００３９】
　さらに、上記導体箔の片面に接着層が設けられており、上記外皮絶縁層と上記導体箔と
が接着されていると良い。
【００４０】
　上記粘着層の材料としては、例えば、スチレンブタジエンゴムや天然ゴム、アクリル酸
樹脂、オレフィン系樹脂等を例示することができるが、特にこれに限定されない。
【００４１】
　次にシールドツイストペアケーブルの製造方法の一例について説明する。
【００４２】
　まず、導体の外周に、押出機などを用いて絶縁層を押出被覆してコア電線を製造する。
コア電線は、必要に応じて架橋されていても良い。架橋手段としては、過酸化物架橋、シ
ラン架橋、電子線架橋、動的架橋などが挙げられるが、特に限定されない。
【００４３】
　次いで、上記のように製造したコア電線一対と少なくとも２本以上のドレイン線を、集
合撚り機などを用いて同時に撚り合わせ、ツイストペア線を製造する。この際、各コア電
線および各ドレイン線にかかる張力をほぼ同一にして、上記コア電線と上記ドレイン線と
を均等に撚り合わせると良い。
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【００４４】
　また、各ドレイン線は、コア電線同士が近接または隣接して形成された２カ所の凹部に
、対向して配置されるように撚り合わせると良い。上記のようにして形成されたツイスト
ペア線は、長手方向に任意の面で切断したときに、略同一の断面となるように撚り合わせ
るのが好ましい。
【００４５】
　そして、上記ツイストペア線の撚りピッチは、特に限定されるものではないが、シール
ド性能などの観点から、好ましくは、２０～５０ｍｍ、より好ましくは、２０～３０ｍｍ
が良い。
【００４６】
　次いで、上記ツイストペア線の外周に、導体箔および外皮絶縁層を形成する。上記導体
箔は、平面状のものを縦添えして巻いても良い。また、長尺の導体箔をツイストペア線の
外周に螺旋状に巻いても良い。
【００４７】
　そして、導体箔の外周に押出機などを用いて外皮絶縁層を被覆し、シールドツイストペ
アケーブルを製造する。このとき、導体箔を縦添えする場合には、導体箔をツイストペア
線に巻くときに、同ラインで外皮絶縁層を押し出し被覆すると良い。また、図２に示すよ
うに、上記ツイストペア線の周囲に導体箔を形成したものを多数本撚り合わせた後、外皮
絶縁層を形成しても良い。
【００４８】
　上記のように構成されたシールドツイストペアケーブルは、例えば車載に用いることが
できる。
【００４９】
　また、本発明に係るワイヤーハーネスは、上記シールドツイストペアケーブルを有して
いる。
【実施例】
【００５０】
　以下に本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００５１】
（実施例）
　本実施例では、断面積が０．２２ｍｍ２の軟銅撚線の外周に、押出機を用いてポリエチ
レンを０．４２５ｍｍの厚さで押出被覆した後、電子線架橋装置を用いて架橋し、コア電
線を製造した。
【００５２】
　そして、上記コア電線２本と、断面積０．３５ｍｍ２の錫メッキ軟銅撚線のドレイン線
２本とを集合撚り機を用いて、撚りピッチ２５ｍｍで同時に撚り合わせ、ツイストペア線
を製造した。
【００５３】
　次いで、ツイストペア線の外周に、導体箔として錫メッキ銅箔付きポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）テープを用いて、縦添え加工で上記ツイストペア線を巻回した。その
後、ポリ塩化ビニルを０．４０ｍｍの厚さで押し出し被覆した。
【００５４】
（比較例１）
　本比較例１では、上記実施例と同様にして製造したコア電線を用いた。上記コア電線を
、集合撚り機を用いて撚りピッチ２５ｍｍで撚り合わせ、ツイストペア線を製造した。
【００５５】
　次いで、ツイストペア線の外周に、径０．１２ｍｍの錫メッキ軟銅線よりなる、持ち本
数６本、打ち本数１６本の編組を形成した。そして、編組の外周に、外皮絶縁層としてポ
リ塩化ビニルを０．４０ｍｍの厚さで押し出し被覆した。
【００５６】
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（比較例２）
　本比較例２では、上記実施例において、ドレイン線を１本のみ用いたこと以外は同一の
条件としてシールドツイストペアケーブルを製造した。
【００５７】
（シールド性能試験）
　実施例および比較例に係るシールドツイストペアケーブル（以下、「試料」という。）
について、クロストーク量を測定し、シールド性能を評価した。以下、測定方法について
説明する。
【００５８】
クロストーク量
 クロストーク量は、ネットワークアナライザ(ヒューレッドパッカード社製、「４３９６
Ｂ」)を用いて測定した。
【００５９】
 図３に示すように、ネットワークアナライザ４０の出力端子４２には断面積０．５ｍｍ
２の誘導線４４が接続され、誘導線４４の他方には５０Ωの終端抵抗５２が接続されてい
る。
【００６０】
　また、ネットワークアナライザ４０の入力端子４６には、バラン４８（平衡-不平衡変
換器）を介して試料５０が接続されており、試料５０の他方にはバラン４８を介して５０
Ωの終端抵抗５２が接続されている。また、試料５０のドレイン線および編組の一端はア
ースに接地され、片端は開放されている。さらに、試料５０は、誘導線４４に平行に３ｍ
隙間なく併走して配置されている。
【００６１】
 まず、ネットワークアナライザ４０の出力端子４２から誘導線４４に１５ｄｂｍの高周
波信号を入力信号として入力する。そして、誘導線４４に併走して設けられた試料５０に
誘起された信号（クロストークノイズ）を、ネットワークアナライザ４０の入力端子４６
に出力信号として入力し、入力信号に対する出力信号の減衰量を測定した。試料に誘起さ
れたノイズが小さいほど、クロストーク量の値が小さくなり、シールド性能が高いことを
示している。実施例および比較例のシールドツイストペアケーブルについて、クロストー
ク量を測定し、相対的に評価した。
【００６２】
　クロストーク量の測定結果を図４に示す。
【００６３】
　図４より、実施例のドレイン線を２本用いたシールドツイストペアケーブルは、比較例
１の編組を用いたシールドツイストペアケーブルと１００Ｋ～１ＧＨｚの帯域で同程度の
クロストーク量の値を示していることがわかる。一方、比較例２のドレイン線を１本のみ
用いたシールドツイストペアケーブルでは、実施例および比較例１よりもクロストーク量
の値が１Ｍ～１ＧＨｚの帯域で最大２０ｄＢ大きくなった。
【００６４】
　この結果から、ドレイン線を２本用いたシールドツイストペアケーブルでは、ドレイン
線を１本のみ用いたシールドツイストペアケーブルに比べてシールド効果に優れ、従来の
編組を用いたシールドツイストペアケーブルと同程度のシールド性能を有することがわか
る。
【００６５】
　なお、上記シールド性能の測定において、シールドツイストペアケーブルを端子に接続
する際に、編組を用いた比較例１のシールドツイストペアケーブルでは、編組からコア電
線を引き出して端子に接続するのに手間を要した。一方、シールド層に導体箔を用いた実
施例および比較例２のシールドツイストペアケーブルでは、外皮絶縁層を剥離してツイス
トペア線の撚りをほぐせば、容易にコア電線とドレイン線を分離でき、手間をかけずに端
子に接続することができた。
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【００６６】
　また、シールド層に導体箔を用いた実施例のシールドツイストペアケーブルは、編組を
用いた比較例１のシールドツイストペアケーブルよりも、線径が約１３％細く、重量が約
７％軽くなった。
【００６７】
　したがって、本実施例により、本発明に係るシールドツイストペアケーブルは、従来の
編組を用いたシールドツイストペアケーブルに比較して、同程度の十分なシールド性能を
有し、細径化および軽量化でき、端末加工が容易であることが確認できた。
【００６８】
　以上、本発明の実施の形態について詳細に説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら
限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明に係るシールドツイストペアケーブルは、車載機器やＯＡ機器、家電機器等の通
信用ケーブル等に好適に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の一実施形態に係るシールドツイストペアケーブルの概略図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るシールドツイストペアケーブルの概略図である。
【図３】クロストーク量の測定方法の説明図である。
【図４】クロストーク量の測定結果を示す図である。
【符号の説明】
【００７１】
１０・・・シールドツイストペアケーブル
１２・・・外皮絶縁層
１４・・・導体箔
１６・・・コア電線
１８・・・ドレイン線
２０・・・凹部
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